
協働によるものづくりで新製品開発を目指す！

〒456-0058 愛知県名古屋市熱田区六番3-4-41 名古屋市工業研究所内
電話番号：052-654-9959 メールアドレス：musubu_lab@nmiri.city.nagoya.jp
ホームページ：https://www.nmiri.city.nagoya.jp/musubu_lab

第６回 Musubu会 しゃべり場

定 員：9名

会 場： Nagoya Musubu Tech Lab
（名古屋市工業研究所内）名古屋市熱田区六番3-4-41

内 容：講演「人間と生物が調和するものづくり」
生物多様性の保全には、保護と個体数調整の両側面で考える必要があります。
これまで環境保全に関するものづくりに携わった経験をご紹介いただきます。

ソーシャルデザイナー 清水夏樹氏

13:30~17:00
開催日時：

2024年1月 15日 月

申込み：下記内容をメールにてお送りください。
①件名「【申込】Musubu会01/15」
②本文に「氏名、所属、連絡先(電話番号・メールアドレス)」

宛 先： musubu@director-s.com

生物多様性の製品づくり
SDGsに貢献できる新分野開拓を目指す！

令和5年度

Musubu Tech Labでは、皆様のお役に立てるような様々な企画を検討し開催しております。
下記ホームページをご覧いただき、是非ともご登録のご検討を宜しくお願いいたします。

【Nagoya Musubu Tech Lab】
ご登録のご案内

ニーズ発表
「市民団体に聞いた！あったらいいな、こんなアイテム！」

なごや生物多様性センター 主査 梶田聖和氏
切っても生えてくる、使っても余って仕方ない竹をどうにかしたい。
厄介な外来種(アメリカザリガニ、ミドリガメ…)の増殖を抑えたい！などなど

講師：清水夏樹氏
Earth. 代表
名古屋造形大学 非常勤講師
ソーシャルデザイナー・クリエイ
ティブディレクター。中小企業の
イノベーション支援から、商品開
発、ブランディング、まちづくり
事業、アート、教育、PRなど広義
な視点での提案を行われています。

生物多様性保全に役立つ製品づくりのグループワーク
協力：
ラッコとまちと仲のいいコピーライター
小林優太氏
元動物看護師の現役ハンター
井原綾子氏

今回は、社会問題から製品アイデアを考えるソーシャルデザイナー

清水夏樹さんとともに、生物多様性センター×製造業×デザイナーで

生物多様性保全に役立つ製品づくりに取り組む企画を開催します！

本企画では、現場の声としてなごや生物多様性センターのニーズを紹介します。

同センターでは日 、々市民と協働で生物多様性の保全に取り組まれています。
その活動の中で、過剰な枝葉を楽に処理できたら・・・、
生態を脅かす外来種の増加を抑えられたら・・、という声が上がっています。

デザイナー兼保護活動家や、元動物看護師でありハンターでもある協力者と一緒に
皆で生物多様性を意識した製品開発を考えてみませんか！ぜひご参加ください！！
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